




















樹脂製宅地内最終接続ます（塩化ビニル製小型マンホール）構造図
汚水ます（内径30㎝）・雨水ます（内径30㎝）

（単位：㎜）

注１ 　使用するますは起点形（JSWAS K-9 KDR）とする。
注２ 　鋳鉄製防護ふたについては、排水設備技術基準　第三章　
　　　 屋外排水設備　図3-5 防護蓋の例(参考)　を参照すること
注３   流入管については、くら形マンホール継手（JSWAS K-1 KDRS）
　　　 を使用して接続すること。
注４ 　深さhmin～h間に接続する際の流入箇所は最大1箇所とする。
       流入角度（θ）については使用した製品メーカーの推奨している
　　　 角度を採用すること。
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塩化ビニル製小型マンホール用くら型マンホール継手（JSWAS K-1 KDRS）
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（単位：㎜）

注１　起点型塩化ビニル製小型マンホール（JSWAS K-9 KDR）を設置する際、流入側の支管として使用する。
注２　Ｒは標準値を示す。
注３　呼び径は「本管呼び径－マンホール径」とする。
注４　くら型マンホール継手の接着部材が重ならないように接続箇所を検討すること。
　　　また、接着部材の一部を切断した状態で使用しないこと。






























